
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 

13年前になります。私は、小学校のPTA

会長を務めていました。当時の校長先生は、

校下で初めての女性の校長先生でした。他

の校下では、女性のPTA会長が活躍し、世

の中で「男女平等」、「男女共同参画」とい

う言葉を耳にすることが多くなった頃でし

た。 

PTA会長として、週に1度は必ず学校に

行き、校長先生と PTA の活動などについ

て、いろいろ話し合いました。また、校下

の会合にも積極的に顔を出し、多くの団体

の方々と知り合いになりました。特に、体

育振興会の活動には力が入りました。子供

たちが参加できる行事が多く、PTAとして

考えさせられる事が沢山あったからです。 

学校・体育振興会・PTAなどそれぞれの

団体全てが、組織で動き、男女の関係なく

活動していました。PTA執行部、委員会の

中にも、女性が多く役員を務め、どのよう 

 

にしたらうまく運営できるか・・・と、相

談する時も随分、女性の意見に助けられま

した。今、振り返るとこの頃の経験が「男

女平等・共同参画」に関心を持つきっかけ

になっていたと思います。 

 現在は、商店街の組織の一員として、常

に地域の人々が仲良く結束できる事を望み

ながら活動しています。また、個店として

は、女性スタッフ、特に｢女房｣の存在がと

ても大事だと感じています。大型店は勿論

のこと、商店街でも女性の考えを大切にし

ながら運営していかなければ生き残れませ

ん。経営面においても、女性の力がますま

す必要になっていく事と思います。 

 男女問わず、人間として相手を思いやる

心をけっして忘れず、それぞれが楽しくコ

ミュニケーションを取ることが出来れば、

よりすばらしい世の中（男女平等・共同参

画社会）になると確信しております。 

「地域から始まる、男女平等・共同参画」 

高岡市商店街連盟 

会 長    酒井
さか い

 敏
とし

行
ゆき

高岡市男女平等推進センターは、男女平等・共同参画を
推進する市民の活動を支援するとともに、男女平等・共同
参画に関する施策を総合的に進めるための拠点施設です。 
活動・交流の場として、登録団体が会議・研修に使用で
きる交流スペース、どなたでもご利用できる有料会議室、
サロン（図書、パソコン設置）、相談室（要予約）を備えて
います。           
※休館日 毎月第４月曜日・12 月 29 日～翌年の 1月 3日 

（相談業務は毎週日曜日がお休みです。） 

〒933-0023 富山県高岡市末広町 1-7
      （ウィングウィング高岡 6階) 
TEL（0766）20-1810 FAX（0766）20-1815 
相談室専用 TEL（0766）20-1811 

あなたの会社では、つき合い残業や

サービス残業など、「村の掟」がはび

こっていませんか？ 

これでは、女性どころか若い男性も

ついてこられないというもの。 

ワンポイント・レッスン 

－監修の言葉より抜粋－ 

日常ありがちな一コマを切り取って

「常識」の中の差別や思い込みをマンガ

で表現してみました。もし、思い当たる

節があるとすればあなたも無意識のう

ちに、男だから女だからという固定観念

に縛られた色分けをしているかもしれ

ません。だれもが活き活きと働き、家庭

や地域で人間らしく暮らす男女共同参

画社会は、女性だけでなく、男性にとっ

ても明るい未来図なのです。 

内閣府 男女共同参画会議議員 

岩 男 壽 美 子 

スピーチは、ちょっとひとひねりするだけで話しを一段と面白くする事ができます。「何を話すか」も

大切ですが、「どう話すか」が重要です。真正面からメインメッセージばかりのスピーチよりも、有名な

方の話題・名文句の引用や、身近なインパクトのある例を具体的に挙げると聴き手を惹きつける事が容易

になります。 

残念なことに聴衆は、話し手が思うほどに、話しを聞いていないものです。重要な聞かせどころは、少

し大袈裟かな、と思うくらいゆっくりと、また、声のトーンを高めに話したり、２度繰り返すのも良い方

法です。特に聞いてもらいたいところでは、その前後を小さく早口で話すとか、「３秒間の間」を取ると

更に効果的です。何故なら、聴衆は緩急のある話し方に耳を傾けるので、タイミングをみて私がよく使う

方法です。もちろん、アイコンタクト・顔の表情の豊かさや良い姿勢でのボディランゲージは、話し上手

の基本中の基本である事をお忘れなく・・・・・。          男女平等推進センター所長 野村 乙美 
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「マンガ男社会の常識・非常識」より 
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講座のご案内

＜ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ日程（予定）＞ 
4 日(土) 戦争と平和を考える集い「戦争と女性」 

〃   「ゴジカラ村」ってな～に？ 

〃   メディア・リテラシー 

5 日(日) 「本丸会館で何したい？空間を体感して話し合おう」 

〃    平和憲法と「青い山脈」の解釈  

6 日(月) 演劇を楽しむ～演じる楽しみ・観る楽しみ～  

7 日(火) 「エンパワーメントしよう」～自律と連帯～ 

8 日(水) 心もカラダも軽くなろう～自宅でできるツボ指圧法～ 

10 日(金) 市民活動のスタイル～沖縄・アメリカそして富山～ 

みんな集まれ！E いいまちつくろ！   
10/1(水)～10/13(月・祝)

 

 

お申込み・お問合せ先 

 高岡市男女平等推進センター TEL(0766)-20-1810 

 

 
 
 

 
 

！ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
*写真で、ｾﾝﾀｰの活動を一目で理解できて良かった。
(50 代・男性) 
*言葉でしか知らなかったﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽを身近に感
じた。(40 代・女性) 
*家庭・地域において「男女平等・共同参画」の大切
さを改めて感じた。（７０代・女性） 
*自分が、こんな地域だったら良いなぁと考えていた
ものが少しずつ出来そうな気がしてきた。 

センター企画講座 

自分で決める「人生のしまい方」 

新しくなった高岡市男女平
等推進ﾌﾟﾗﾝの説明、ﾋﾞﾃﾞｵ
「21 世紀はみんなが主役」、
ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽのDVDから男
女平等・共同参画の基礎知
識を学びました。 

 

7/1(火) 
始めの１歩！ 
気づいてますか？ 
地域でのこんなこと 

 

7 月 12 日(土)会議室にて、成年後見制度の仕組みや、活用を説明する「自分で決める『人生のしまい方』」 
を開催しました。独居、同居に係わらず、自己の将来に備え財産管理・遺言の書き方など、法定・任意後見 
制度について学ぶことが多く、27 名の受講者から、これからも継続をとの声が多数聞かれました。 

センター企画講座 

基礎＆ステップアップコース 

 

パネル展示 

  写真で見る「センターのあゆみ」 

ワーク・ライフ・バランス  

 

男女平等・共同参画推進理解を深めるために、E ネット（男女平等推進セ
ンター登録活動団体ネットワーク)とセンターとの協働で２回にわたり男女
共同参画社会について講義、ワークショップを行いました。 

 
6/23～6/29

基礎ｺｰｽで学んだことを踏
まえ、E ネットの進行で、
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ形式で地域活動ﾘ
ｰﾀﾞｰの男女比を例に、地域
での問題点を話し合い、こ
れから自分たちで出来る
ことを考えました。ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ごとに話し合った内容を
発表。市街地、郊外など地
域、また年代によって男女
平等・共同参画の意識の差
があることが判りました。 

 

 

 

 
*法的な手続きの重要性が良く分かった。(50 代・女性) 
 
*自分の最後は自分で決断・判断しなければいけないと思った。 (70 代・女性) 
 
*聞きなれない言葉が多かったが、制度や遺言について勉強するきっかけになった。(50 代・女性) 

男女平等 EXPO 高岡 2008 のテーマが決まりました。 

今年も皆様からの、思いのこもったコメントをお待ちしております。 

「わたしの思う男女平等」 
ここがすばらしい！ここがいいよ！ここが変だよ！こんな
に変わったよ！こんなに幸せになれたよ！など、わが家・
わが社・わが高岡(地域)での‘男女平等’について、あなた
の体験や思いを募集します。 
※応募方法など詳細は、当ｾﾝﾀｰ HP にてご確認下さい。 

募集期間 

 9/1(月)～9/30(火) 

6/24(火) 
始めの 1歩！ 
‘男女共同参画社会‘って
こんなこと 

予 告  

 

「こころもカラダも軽くなろう」    
～自宅でできるツボ指圧法～ 

 

講 師 やまもと治療院(はり・きゅう)院長  
山本 靖恵 さん  

日 時 10 月 8 日(水)AM10:00～12:00 

場 所 高岡市男女平等推進センター 

定 員 24 名(先着順) 

受講料・託児  無 料 

センター企画講座 市民企画講座Ⅲ 

「お薬のなぁ～ぜ？」 
   －その効果的な使い方と 
        セルフメディケーションー 
 
講 師 金沢大学薬学部研修施設薬局担当理事 

    薬剤師 澤崎 せい子 さん 
日 時 8 月 26 日(火)PM7:30～9:00 

場 所 高岡市男女平等推進センター 

定 員 30 名(先着順) 

受講料・託児  無 料 

 

E ネット(男女平等推進センター登録活動団体ネットワーク)による Eフェスタ 2008 を開催します。ウイング・ウイング高岡を

会場にメインイベント・ワークショップ・展示（下記参照）を予定しています。詳細は、センターにお問合せ下さい。 

11 日(土) 市民の政治参画考えてみんまいけ！パート４ 

〃    ストレス社会における心の健康 

12 日(日) 「社会に生きる音楽」 

〃    「きれいな海を未来の子どもたちへ」 

13 日(月) みんな集れ！～音楽で高岡のまちをにぎやかに～ 
 

◇メインイベント…13 日(月・祝)PM1：30～【4 階ホール】 

働くことは生きること～非正規雇用から考える～ 

   第１部 ディベート   第 2 部 本音でトーク＆トーク

◇展示…1日(水)～13 日(月・祝) 【1 階市民ラウンジ】  

 

  


